
２．調査結果の主なポイント

（１）｢変動型｣利用割合は５１．０％に増加

・ 「変動型」は、今回の調査対象期間(平成23年３月から６月)を通しての利用割合が５１．０％
（前回調査：４５．８％）に増加している。

「全期間固定型」の利用割合は、今回の調査対象期間を通しての割合が２２．７％（前回調査：
２４．６％）に減少している。＜ｐ２＞

・ 年齢別にみると、 「変動型」の利用割合は、前回と比べほぼ横這いの４０歳代を除き、各年齢層
で増加している。＜ｐ５＞

・ 世帯年収別にみると、「変動型」は、１０００万円以下の各年収層で増加している。＜ｐ６＞

・ 今後１年間の住宅ローン金利見通しについては、「ほとんど変わらない」が６１．７％と、過半を占
めている。＜ｐ９＞

（２）住宅ローン選択の決め手は、圧倒的に“金利の低さ“

・ 住宅ローンを選んだ決め手は、「金利が低いこと」とする回答が７０．３％と圧倒的に多い。
次いで、「繰上返済手数料が安かったこと」「住宅・販売事業者（営業マン等）に勧められたから」
の順となっている状況に変化はない。＜ｐ１４＞
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【 概 要 】

１．調査の概要

調査対象期間(平成23年３月～６月)に民間住宅ローンを借入された方を対象とし、利用された住宅
ローンの金利タイプ別や住宅ローン選びに関する事項について、インターネットによるアンケート調査
を実施(６/13～６/30)し、その結果を取りまとめたものである。回答数：843件。

本調査結果の詳細は、住宅金融支援機構HP（http://www.jhf.go.jp/about/research/loan_user.html）にて掲載中！
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